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故田中和一君の御霊に山形東高校第十回卒業同期会東涛会を代表して哀悼の言葉を捧げます。
私たちが高校の一年生で出会ったのは昭和三十二年でした。それから六十年、私たちは変わらぬ友情を保ちながら、今年の秋十月に喜寿を語る会を催すべく準備を進めています。その最中に飛び込んできた君の訃報。十五日の夕方から催した山形東涛会の総会と喜寿を語る会実行委員会は君の死去を報告する場となり、出席者一同呆然と声を呑み粛然として黙祷を捧げました。
君はその直前十二日の俳句会、涛句会にも現れず、几帳面な君が連絡もなく、事前投句もないのできっと何かの事情で遅れているのだろうと、ギリギリまで君が現れるのを待ってこの日の会を始めました。後で見せてもらったのですが、君はこの日に投句する俳句を何回も手直ししてノートに書きとめていましたね。まさか濤句会を永遠に休みにするとは君自身思いもしなかったでしょう。
私が君を弔問したのは訃報を聞いた日の午後でした。その日は午後から天候が急変し風が吹き、雨が降ってきました。君の死を悲しんで天も泣いているのではないか、と君の家を辞する時、胸が詰まって思わず涙がこぼれました。
春嵐友を悼んで立ち尽くす
その時ふと浮かんだ一句を君に捧げます。俳句を指導する三井量光君の提唱で、俳句仲間で弔句を作り一句ずつ短冊にして君に捧げることになり、ちょうど十六日午後に書道の会、涛墨会がありましたので浦山宏君の毛筆指導を受けながら書いた短冊弔句を捧げます。
私は他にこんな句も作りました。
和を一に生きし友逝く春嵐
君は名家の当主としての風格があり、常に温容泰然として包容力のある人でした。退職して故郷の陣場に戻ってから町内会長をはじめ地域のまとめ役を率先して努め地域の発展におおいに貢献したものと思います。かずいち君、愛称わいち君、君の名前のとおりそのままに和を第一として手腕を発揮されました。
君の句の中で私の好きな句は
　　清明や雪舟描きし布袋の眼　
です。名家の当主なればこその句だと思います。
東涛会にあっては声がいいしよく通るのでいつも会の司会をしていただきました。謡の愛好会、濤謡会にも参加し、この秋の喜寿の会では鈴木展夫君と私の仕舞に君が松田博之君と共に地謡をやってくれる約束でした。
現役時代に君が手掛けた霞城公園の東大手門は、山形市の観光資源として燦然と輝いています。君はいい仕事を後世に遺して今この世を去るのです。
君の旅立ちを送るには山形東高の校歌がふさわしい。
羽前の三山　虚空を凌ぐ
偉大の姿は　無言の教え
霊ある呼吸は　わが胸満たし
理想の高きを　仰げと宣す
田中和一君　六十年の友情　ありがとう。グッド・バイ
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